
がんに関する研究の推進 
 
「第 3 次対がん総合戦略研究事業」及び「がん臨床研究事業」により、がんの本態解明

の研究とその成果を幅広く応用するトランスレーショナル・リサーチ、革新的ながんの予

防・診断・治療等に係る技術の開発、がん医療における標準的治療法の確立を目的とした

多施設共同臨床研究、緩和ケア等の療養生活の質の維持向上に関する研究、がんの実態把

握とがん情報の発信に関する研究、がん医療の均てん化に資する体制整備の在り方等の政

策課題に関する研究を推進しています。 
 
   「第３次対がん総合戦略研究事業」 

   がんの本態解明の研究とその成果を幅広く応用するトランスレーショナル・リサ

ーチ、緩和ケア等の療養生活の質の維持向上に関する研究、がんの実態把握とがん

情報の発信に関する研究に取り組む。 

    ・分野１ 発がんの分子基盤に関する研究 

    ・分野２ がんの臨床的特性の分子基盤に関する研究 

    ・分野３ 革新的ながん予防法の開発に関する研究 

    ・分野４ 革新的な診断技術の開発に関する研究 

    ・分野５ 革新的な治療法の開発に関する研究 

    ・分野６ がん患者の QOL に関する研究 

    ・分野７ がんの実態把握とがん情報の発信に関する研究 

       ・がん対策のための戦略研究 

乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験 

緩和ケアプログラムによる地域介入研究 

 

  「がん臨床研究事業」 

    ・分野１ 政策分野に関する研究  全国的に質の高いがん医療水準の均てん

化を推進するために、がん医療の提供体制のあり方やがん診療に携わ

る医療従事者の育成に関する研究等について取り組む。 

    ・分野２ 診断・治療分野に関する研究  進行・再発がんを含めたがんに対

する、エビデンスに基づいた新たな標準的治療法や診断法の確立に資す

る多施設共同臨床研究等に取り組む。 

  

その他に、研究を推進するため推進事業により、外国人研究者の招へい、外国への日

本人研究者の派遣及び研究成果の普及啓発等に取り組む。 


